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歴史的風致とは？

地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律
（歴史まちづくり法）

長野市歴史的風致維持向上計画（第１期）
（平成25年度から令和５年度）

長野市歴史的風致維持向上計画（第２期）
（令和６年度から令和13年度）

「歴史まちづくり法」は、このような良好な市街地の環境（＝歴史的風致）を
　維持・向上させ、後世に継承するために、平成20年11月4日に施行されました。

第１期計画で芽生えた住民主体の活動を大きく育て、地
域固有の歴史や伝統、風情あるまちなみの継承に取り組
むとともに、魅力を伝える効果的な情報発信を行うこと
で、地域活性化や観光振興にもつなげていきます。

人口減少、少子高齢化、
世代交代による
担い手の確保・育成

認知度の向上

歴史と伝統を
反映した人々の営み

歴史的価値の
高い建造部及び
その周辺の市街地

歴史的風致

●歴史的建造物の修理・周辺環境の整備の進捗
●地域の歴史的資源を生かした住民の主体的な活動の定着成果・効果

目　的

計画策定の目的計画策定の目的

施行

策定

策定！

第２期計画を作るにあたっての課題

それを受けて



歴史的建造物等の保存に　
関する課題と方針１ 2

3

4 5

地域に残る伝統と生業の
継承に関する方針

歴史的まちなみと
周辺環境の整備に関する方針

歴史的風致を生かした
観光振興、地域活性化に
関する方針

歴史文化の調査研究に
関する方針

人的・経済的な負担などから、
滅失・空き家化が進行しています。

担い手や資金不足等による祭礼等の
縮小、また歴史的建造物の滅失によ
り、伝統的な技術などを活用する機
会が減少し、これらの継承が困難に
なっています。

長期にわたる取り組みを要することから、
継続して実施する必要があります。

長く受け継がれてきた地域固有の
伝統や文化の背景にある魅力ある
ストーリーを市民や来訪者に効果
的に伝える必要があります。

文化財を活かす活動が個別に展開されて
いるため、個別の事業で調査研究は進め
られているが、一体的、網羅的に進め、
各地域の文化財や歴史的建造物等の保存
活用につなげる必要があります。

歴史的建造物等の滅失を防止
し、保存、活用に継続して取
り組みます。

地域住民の理解と協力を得ながら、地域固有の歴史や文化が感じられる
良好な景観形成と歩いて楽しめる環境の整備に、継続して取り組みます。

市民や来訪者の歴史的風致への認
知度の向上や周遊の促進を図るた
め、観光資源として歴史的風致を
活用した情報発信に取り組みます。

文化財保存活用地域計画と整合を取りな
がら、文化財や歴史的建造物、祭礼等の
調査を継続的に実施し、多様な歴史や文
化を把握した上で総合的な保存、活用に
取り組みます。

長野市の歴史的風致の維持及び長野市の歴史的風致の維持及び
向上に関する方針向上に関する方針

・�祭礼に親しみ、参加できる機会を設
け、担い手の確保、育成に取り組み
ます。

・�歴史的建造物の保存をとおして伝統
的な技術や材を生かし、生業の継承
に取り組みます。

課題 課題

課題

課題 課題

方針

方針

方針

方針
方針



長野市の維持すべき歴史的風致長野市の維持すべき歴史的風致

戸隠信仰にみる

戸隠の伝統的な生業にみる

鬼無里の伝統的祭礼にみる

歴史的風致

歴史的風致

歴史的風致

　戸隠神社では、数え年
で７年に一度の丑と未の
年に、式年大祭が行われ
ます。期間中は、中社・
宝光社間の神輿渡御をはじめ、太々神楽な
どの様々な伝統行事が催されます。
　江戸時代以前より多くの人々が訪れた善
光寺と戸隠神社の間には、双方を行き交う
ための古道が今も残っています。この道
は、地域住民による日常の維持管理活動に
よって、今も良好な状態に保たれています。

　蕎麦打ち、竹細工、茅葺屋根など、戸隠
の風土に息づいた生業は、多くの来訪者を
迎え入れ続けている戸隠の歴史的まちなみ
と一体となって根
付いており、良好
な歴史的風致をみ
ることができます。

　鬼無里では白鬚神社の祭礼、鬼無里神社の
祭礼、諏訪神社の御柱などがあり、地域に暮
らす人々以外にも、大学生など地域内外の若
者から高齢者ま
で幅広い世代が
参加しながら、
現在も継承され
ています。

矢沢家の表門
旧樋口家住宅
旧白井家表門
旧松代藩鐘楼
松代焼きコレクション
大門踊り

矢沢家の表門
旧樋口家住宅
旧白井家表門
旧松代藩鐘楼
松代焼きコレクション
大門踊り

松代市街地
松代城跡附新御殿跡
旧文武学校

松代市街地
松代城跡附新御殿跡
旧文武学校

金刀比羅神社本殿
荒倉山神社本殿

皇大神社 山車
鬼無里神社 山車
三嶋神社 山車
諏訪神社 山車
白髯神社 神楽
加茂神社 神楽

宣澄踊り

北郷朝川原神社

諏訪神社本殿

八櫛神社社殿
（ブランド薬師）

大本願 木造聖徳太子立像
善光寺境内 石造宝篋印塔
世尊院 五鈷鈴
玉照院 六角銅製釣燈籠

小島区の門灯籠及び舞台

守田迺神社本殿

戸隠田頭の巌窟堂観音堂

木造百万塔

犀川神社太神楽
犀川神社の杜煙火

木造地蔵菩薩半跏像

大安寺 石造宝篋印塔

正法寺 宮殿

観ノ山百体観音

長谷寺
木造地蔵菩薩立像
三十三燈籠

有旅の高札場
真島のクワ 石造宝篋印塔

赤野田神社大神楽

中越庚申講人別帳
及び用具一式旧作新学校本館

大鋒寺真田信之霊屋

玉依比売命神社児玉石
漆地彩色装神輿

源関神社本殿

石幢

西楽寺木造阿弥陀如来立像

石造多層塔

桑根井空塚

熊野出速雄神社本殿

菅間王塚古墳

真田信弘霊屋および表門
長国寺開山堂

大英寺本堂

寺町商家
（旧金箱家住宅）

大柳及び井上の枕状溶岩

林正寺本堂及び表門

芦ノ尻の道祖神祭り

長谷及び越のドンドヤキ

山穂刈のクジラ化石
裏沢の絶滅セイウチ化石
菅沼の絶滅セイウチ化石
大口沢のアシカ科化石

牧之島城跡

長勝寺
木造金剛力士立像

開善寺経蔵

正法寺
木造聖観音立像
木造四天王像

正覚院
木造伝観音菩薩立像

南方神社本殿

大勧進
絹本著色釈迦三尊像

シンシュウゾウ化石

豊岡のカツラ

師範学校教師館
ダニエル・ノルマン邸

戸隠神社信仰遺跡

深谷沢の蜂の巣状風化岩

清水寺
木造千手観音立像
木造観音菩薩立像
木造地蔵菩薩立像

西楽寺真田信重霊屋

松代藩主真田家墓所
真田信之霊屋

旧横田家住宅

大室古墳群

高岡の小豆焼き行事

清水寺
木造聖観音立像
木造千手観音及脇侍地蔵菩薩像
木造阿弥陀如来立像
木造薬師如来坐像
木造広目天立像・多聞天立像
鉄鍬形

埴科古墳群
土口将軍塚古墳

川柳将軍塚古墳
姫塚古墳

善光寺本堂
善光寺三門
善光寺経蔵
大本願 絹本著色阿弥陀聖衆来迎図

葛山落合神社本殿

素桜神社の
神代ザクラ

銅造観音菩薩立像

戸隠神社牙笏

戸隠重要伝統的建造物群保存地区

白髯神社本殿

国指定等文化財

県指定文化財

市指定文化財

白髯神社の祭礼（神楽）

茅葺き

戸隠神社の式年大祭



長野市の維持すべき歴史的風致長野市の維持すべき歴史的風致 善光寺周辺寺社の祭礼にみる

城下町松代と松代道にみる

大室古墳群にみる

歴史的風致

歴史的風致

歴史的風致

　善光寺周辺には弥栄神社や善光寺三社（湯
福神社、武井神社、妻科神社）をはじめ、歴
史ある寺社が点在しており、善光寺周辺に形
成された歴史的なまちなみの中で、地域住民
により伝統的
な祭礼が受け
継がれていま
す。

　真田十万石の松代城下町には、松代
城跡や武家屋敷地等に水路がめぐって
おり、泉水（池）のある庭園をもつ歴史
的建造物が残っています。また、松代
城下町と北国街道松代道で結ばれる若
穂川田地域には、歴史的まちなみと火
防信仰、祭礼とが一体となって生活に
深く浸透した風致が見られます。

　大室古墳群には、石を積み上げて墳
丘とした「積石塚」や「合掌形石室」と呼
ばれる特異な構造の埋葬施設が集中し

ています。これらは、
大正時代初期より、大
室地区の地元住民を中
心とした保存会によっ
て、保存・継承されて
います。

矢沢家の表門
旧樋口家住宅
旧白井家表門
旧松代藩鐘楼
松代焼きコレクション
大門踊り

矢沢家の表門
旧樋口家住宅
旧白井家表門
旧松代藩鐘楼
松代焼きコレクション
大門踊り

松代市街地
松代城跡附新御殿跡
旧文武学校

松代市街地
松代城跡附新御殿跡
旧文武学校

金刀比羅神社本殿
荒倉山神社本殿

皇大神社 山車
鬼無里神社 山車
三嶋神社 山車
諏訪神社 山車
白髯神社 神楽
加茂神社 神楽

宣澄踊り

北郷朝川原神社

諏訪神社本殿

八櫛神社社殿
（ブランド薬師）

大本願 木造聖徳太子立像
善光寺境内 石造宝篋印塔
世尊院 五鈷鈴
玉照院 六角銅製釣燈籠

小島区の門灯籠及び舞台

守田迺神社本殿

戸隠田頭の巌窟堂観音堂

木造百万塔

犀川神社太神楽
犀川神社の杜煙火

木造地蔵菩薩半跏像

大安寺 石造宝篋印塔

正法寺 宮殿

観ノ山百体観音

長谷寺
木造地蔵菩薩立像
三十三燈籠

有旅の高札場
真島のクワ 石造宝篋印塔

赤野田神社大神楽

中越庚申講人別帳
及び用具一式旧作新学校本館

大鋒寺真田信之霊屋

玉依比売命神社児玉石
漆地彩色装神輿

源関神社本殿

石幢

西楽寺木造阿弥陀如来立像

石造多層塔

桑根井空塚

熊野出速雄神社本殿

菅間王塚古墳

真田信弘霊屋および表門
長国寺開山堂

大英寺本堂

寺町商家
（旧金箱家住宅）

大柳及び井上の枕状溶岩

林正寺本堂及び表門

芦ノ尻の道祖神祭り

長谷及び越のドンドヤキ

山穂刈のクジラ化石
裏沢の絶滅セイウチ化石
菅沼の絶滅セイウチ化石
大口沢のアシカ科化石

牧之島城跡

長勝寺
木造金剛力士立像

開善寺経蔵

正法寺
木造聖観音立像
木造四天王像

正覚院
木造伝観音菩薩立像

南方神社本殿

大勧進
絹本著色釈迦三尊像

シンシュウゾウ化石

豊岡のカツラ

師範学校教師館
ダニエル・ノルマン邸

戸隠神社信仰遺跡

深谷沢の蜂の巣状風化岩

清水寺
木造千手観音立像
木造観音菩薩立像
木造地蔵菩薩立像

西楽寺真田信重霊屋

松代藩主真田家墓所
真田信之霊屋

旧横田家住宅

大室古墳群

高岡の小豆焼き行事

清水寺
木造聖観音立像
木造千手観音及脇侍地蔵菩薩像
木造阿弥陀如来立像
木造薬師如来坐像
木造広目天立像・多聞天立像
鉄鍬形

埴科古墳群
土口将軍塚古墳

川柳将軍塚古墳
姫塚古墳

善光寺本堂
善光寺三門
善光寺経蔵
大本願 絹本著色阿弥陀聖衆来迎図

葛山落合神社本殿

素桜神社の
神代ザクラ

銅造観音菩薩立像

戸隠神社牙笏

戸隠重要伝統的建造物群保存地区

白髯神社本殿

国指定等文化財

県指定文化財

市指定文化財

善光寺御開帳にみる
歴史的風致
　善光寺では、数え年で７
年に一度の丑と未の年に
前立本尊の御開帳が催され
ています。期間中は、「中
日庭儀大法要」をはじめ、
様々な法要等が行われます。

御開帳における
中日庭儀大法要

弥栄神社の
御祭礼

松代城跡で
行われる
大門踊り

©善光寺

古墳の保存



建造物�◆�善光寺本堂（国宝） 建造物�◆�善光寺経蔵（重要文化財）建造物�◆�善光寺三門（重要文化財） 活動�●�善光寺前立本尊御開帳

建造物�◆�武井神社 活動�●�弥栄神社の御祭礼建造物�◆�妻科神社 活動�●�湯福神社の茅の輪くぐり

善光寺御開帳にみる歴史的風致範囲図（S=1/25,000） 

 

善光寺御開帳にみる歴史的風致

善光寺周辺寺社の祭礼にみる
歴史的風致

善光寺本堂

善光寺三門

湯福神社

弥栄神社

武井神社

水内大社

妻科神社

善光寺経蔵

©善光寺 ©善光寺 ©善光寺 ©善光寺

善光寺区域善光寺区域

主な歴史的風致



建造物�◆�戸隠神社奥社 建造物�◆�戸隠神社宝光社建造物�◆�戸隠神社中社 活動�●�戸隠神社式年大祭

建造物�◆�戸隠伝統的建造物群保存地区 活動�●�戸隠竹細工の継承活動�●�蕎麦食の文化 活動�●�茅葺の技術と茅場の継承

戸隠信仰にみる歴史的風致

戸隠の伝統的な生業にみる歴史的風致

戸隠神社奥社

戸隠神社中社

戸隠伝統的建造物群保存地区

戸隠神社宝光社

戸隠区域戸隠区域

主な歴史的風致



建造物�◆�松代城跡（史跡） 建造物�◆�旧横田家住宅（重要文化財）建造物�◆�新御殿跡（真田邸）（史跡） 建造物�◆�寺町商家（旧金箱家住宅）

建造物�◆�川田宿の西澤家 建造物�◆�大室古墳群（史跡）活動�●�町川田神社の御柱祭 活動�●�大室古墳群にかかわる住民活動

 

城下町松代と松代道にみる
歴史的風致

松代城跡

旧横田家住宅

玉依比売命神社

川田宿の西澤家

大室古墳群

町川田神社

新御殿跡
�（真田邸） 寺町商家

�（旧金箱家住宅）

大室古墳群にみる
歴史的風致

松代区域松代区域

主な歴史的風致



建造物�◆�白髯神社本殿（重要文化財） 建造物�◆�諏訪神社本殿建造物�◆�鬼無里神社本殿

活動�●�白髯神社の祭礼（昭和35年頃）活動�●�白髯神社の祭礼 活動�●�鬼無里神社の祭礼 活動�●�諏訪神社の御柱祭

活動�●�諏訪神社の御柱祭

 

鬼無里の伝統的祭礼にみる
歴史的風致

白髯神社本殿

鬼無里神社本殿

諏訪神社本殿

鬼無里区域鬼無里区域

主な歴史的風致



 （１）歴史的建造物等の保存に関する事業
1 善光寺保存活用推進事業 善光寺地区
2 戸隠地域建造物修理修景助成事業 戸隠地区
3 戸隠伝統的建造物群保存地区防災対策事業 戸隠地区
4 伝統環境保存助成事業 松代地区
5 史跡松代城跡保存整備事業 松代地区
6 旧横田家住宅防災施設整備事業 松代地区
7 真田信弘霊屋保存修理事業 松代地区
8 史跡大室古墳群保存整備事業 松代地区
9 �「彫工北村喜代松」制作の屋台等保存・公開活用事業 鬼無里地区

 （２）地域に残る伝統と生業の継承に関する事業
1 無形文化財支援事業 全ての重点区域
2 伝統芸能継承事業 全ての重点区域
3 弥栄神社の御祭礼屋台巡行支援事業 善光寺地区
4 戸隠茅場整備事業 戸隠地区
5 地域文化資源保存活用調査支援事業（戸隠竹細工） 戸隠地区

 （３）歴史的まちなみと周辺環境の整備に関する事業
1 戸隠地域道路美装化・電柱電線類移設事業 戸隠地区
2 松代城跡東側駐車場整備事業 松代地区
3 旧松代駅跡地周辺環境整備事業 松代地区
4 北国街道松代道周辺文化財等周遊道路整備事業 松代地区
5 大室古墳群アクセス道路整備事業 松代地区

 （４）歴史的風致を生かした観光振興、地域活性化に関する事業
1 歴史的資源活用コーディネーター派遣事業 全ての重点区域
2 空き家バンク事業 全ての重点区域
3 公民館・交流センターでの歴史講座事業 全ての重点区域
4 松代歴史文化の発信・誘客事業 松代地区
5 旧信濃川田駅保存活用事業 松代地区
6 川田宿PR活用事業 松代地区
7 鬼無里地域の伝統的祭礼等PR事業 鬼無里地区

 （５）歴史文化の調査研究に関する事業
１ 松代町文化財保存活用推進事業 松代地区

長野市の歴史的風致の維持及び長野市の歴史的風致の維持及び
向上に関する各種事業向上に関する各種事業



歴史的風致形成建造物歴史的風致形成建造物

◎歴史的風致形成建造物の指定基準
１　登録有形文化財、登録記念物（文化財保護法）
２　県宝、県史跡名勝天然記念物（長野県文化財保護条例）
３　市指定有形文化財、市指定史跡名勝天然記念物（長野市文化財保護条例）
４　景観重要建造物（景観法）
５　伝統環境を構成している建造物等（長野市伝統環境保存条例）　
６　�その他、長野市の歴史的風致の維持及び向上を図る上で重要なもので、市長が必要と認
めたもの

●歴史的風致形成建造物一覧 （概要版では、指定解除したものは省略しています）

　重点区域における歴史的風致の維持及び向上を図る上で重要な建造物を歴史的風致形
成建物に指定します。
　歴史的風致形成建造物は、構造や建築様式など、建造物の特徴を顕著に示す意匠や形
態の保存または復原に努めるとともに、積極的な公開、活用を図るものとします。
　特に公開に関しては、通常外部から望見されるだけでなく、可能な範囲で内部公開を
行います。

指定
番号 第１号 第２号 第７号

名称 大英寺 本堂・表門 松巌寺 観音堂 常徳院　門

外観

所有者 大英寺 松巌寺 常徳院

建築年 寛永元年（1624） 寛永２年（1625）
又は寛永３年（1626） 明治初期

指定日 平成26年（2014)
３月27日

平成26年（2014)
３月27日

令和３年（2021）
８月26日

指定
基準 県宝 市指定有形文化財 登録有形文化財

３ 歴史的風致形成建造物の指定及び候補 

 

第１期計画で指定した歴史的風致形成建造物は、引き続き、第２期計画でも

指定を行う。 

歴史的風致形成建造物の候補として、国宝善光寺本堂の参道や境内に位置

する仁王門や鐘楼、また、松代城下町の武家屋敷地に存在する歴史的建造物や

庭園及び水路網、祭礼の営まれる寺社や町屋のまちなみ等が想定される。鬼無

里地区においては、祭礼の舞台となる神社に加え、屋台や神楽の巡行が行われ

る歴史的まちなみが想定される。 

これらの建築物以外にも、付属する門や土塀等の工作物やこれと一体とな

る寺社の社叢や参道、庭園などについても歴史的風致の維持及び向上を図る

上で重要なものを指定していく。 

 

４ 歴史的風致形成建造物指定一覧 

 

第１期計画で歴史的風致形成建造物に指定した建造物は、以下のとおりで

ある。 

指定 

番号 

名称 

外観 

所有者 

建築年 

指定日 

指定基準 

関連歴史的

風致 

１ 大英寺 本堂・表門 大英寺 

寛永元年 

（1624） 

平成26年(2014) 

３月27日 

 

県宝 

城下町松代

及び松代道 

○ページ 

２ 松巌寺 観音堂 松巌寺 

寛永２年 

（1625） 

又は 

寛永３年 

（1626） 

平成26年(2014) 

３月27日 

 

市指定有形文化財 

鬼無里の伝

統的祭礼 

○ページ 

３ 宿坊 神原主屋 個人 

明治中期 

平成26年(2014)３月27日 

重要伝統的建造物群保存地区内

の伝統的建造物群を構成する建

造物になったため、平成29年

(2017)３月１日指定解除 

４ 武井旅館 主屋 個人 

延亨２年

（1745） 

平成26年(2014)３月27日 

重要伝統的建造物群保存地区内

の伝統的建造物群を構成する建

造物になったため、平成29年

(2017)３月１日指定解除 

５ 横倉旅館 主屋・門 個人 

明治４年

（1871）から

明治６年

（1873）頃 

平成26年(2014)３月27日 

重要伝統的建造物群保存地区内

の伝統的建造物群を構成する建

造物になったため、平成29年

(2017)３月１日指定解除 

６ 久山館 石垣 個人 

江戸初期 

平成28年(2016)３月27日 

重要伝統的建造物群保存地区内

の伝統的建造物群を構成する建

造物になったため、平成29年

(2017)３月１日指定解除 

７ 常徳院 門 常徳院 

明治初期 

令和３年(2021) 

８月26日 

 

登録有形文化財 

善光寺周辺

寺社の祭礼 

○ページ 
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